
 

 

 

 

 

 

 

 

―具体的な取組― 

 種別 取組名 取組内容 実施日時 場所 

１ ■交流 

▲連携 

★接続 

 

学びの支援全体会 ・学級経営交流会および学びの支援交流会の実施 

 ※教職員全員での会議（小学校、中学校教諭および職員） 

 ※児童生徒理解のため、年3回実施。 

５月２日 

10月28日 

３月18日 

会議室 

２ ■交流 

▲連携 

★接続 

 

地質巡検 ・小６および中１理科「合同地質巡検」 

 ※前日に事前学習を合同で行った。 

 ※当日は天候不良のため実施を見送った。 

10月９日２校時 

10月10日 

多目的室 

厚田方面 

３ ■交流 

▲連携 

★接続 

 

公開授業 ・中２道徳「かけがえのない命をまもるために」 

 ※小学校教諭、中学校教諭、スクールカウンセラーによる授業実践 

11月20日 

11月27日 

12月４日 

中学校 

２年生教室 

４ ■交流 

▲連携 

★接続 

 

レインボー活動 

 

・全児童生徒たてわりグループでの活動 

 ※協力して野菜作りをし、学習の最後には収穫祭を行った。 

４月～９月 

全14回 

教材園 

５ ■交流 

▲連携 

★接続 

ポロカル発信会 ・中学生全員が札幌に関するテーマをそれぞれ設定し発表する会 

 ※中学1，2年生はグループごと、中3は個人で探究し発表する。 

 ※小学生高学年は発表を見学する。 

12月17日5，6校時 体育館 

 

 

 

 

 

 
 

目的 

取組の概要 

9 年間を通

して育てる

子ども像の

確立 

児童生徒の

課題の共有 

学習（指導）

についての

相互理解 

生活（指導）

についての

相互理解 

不登校等の

生徒指導上

の課題の解

決 

学ぶ力の育

成 

豊かな心の

育成 

健やかな身

体の育成 

その他 

児童
生徒

間 

学校行事等の合同実

施や相互参加 

４★ 

 

    ３▲ 

２▲ 

３▲ 

４★ 

  

6年生の中学校体験 

 

５■     ５■    

地域行事への参加 

 

         

教員
間 

合同研修会 

 

 １▲  １▲ １▲     

授業参観 

・授業研究 

     ３▲ 

２▲ 

３▲   

他校種における授業 

 

     ３▲ 

２▲ 

３▲   

学力・学習状況の分析

による課題の共有 

         

教育
課程 

カリキュラム作成 

 

         

小学校間連携の推進 

 

  ３▲   ３▲    

その
他 

その他          

 

今年度の研究内容 

研究テーマ「広く実践可能な指導方法例の構築」 

・「乗り入れ指導」と「複数学年での合同授業や活動の実施」 

・「交流」「連携」「接続」の区別 

 
福移小中学校 

 

東 

区 

「交流」の捉え～同じ目的や取組のもとで、相互にかかわりながら、行事や学習、日常的な活動を行うこと。 

「連携」の捉え～同じ目的や取組のもとで、それぞれの立場から、目標を達成できるように情報や実践のかかわりをもつこと。 

「接続」の捉え～行事や学習、教科外活動を通して、発達段階に応じて、育ちの連続性を考えながら、つながりのある活動を行うこと。 

 ※「交流」＜「連携」＜「接続」の順に小中の連携・一貫の度合いが強くなるというおさえをしている。 



小学校、中学校そしてスクールカウンセラーの先生が連携し、『命』を考える道徳の授業を行いました。

『命』という重いテーマを扱いましたが、先生方の個性を生かし、それぞれの切り口から、子どもたちに

アプローチしていました。授業は三部構成となっており、第一部では“生命”というキーワードから自分

の「思いを広げる」授業としました。第二部では「こうのとりのゆりかご」をテーマに、賛成と反対の立

場から話し合いをすることで「心が揺れ」、第三部では、自分の両親に対しての素直な気持ちを「心を伝え

る」という授業を行いました。 

第一部 自分の思いを広げる (中学校：高田 淳教諭) 

『映画「うまれる」の視聴と「生命」についてのウェビング』 

第二部 心が揺れる （小学校：蛇川 哲哉教諭） 

『かけがえのない命を守るために』 

･･･「こうのとりのゆりかご」は賛成？反対？ 

第三部 心を伝える （広瀬 慎一 スクールカウンセラー） 

『感謝の気持ちを手紙に書こう』 

･･･両親への素直な思いを表出させる 

 

小学校６年生と中学校１年生が合同で理科

の観察学習として「地質巡検」をしています。

今年度は悪天候のため実施できませんでした

が、昨年度は、厚田古潭にある露頭から地層の

様子や岩石の様子を観察したり、油田跡の地上

にしみ出している石油のにおい体験したりし

ました。観察グループも小中で組んでおり、無

煙浜のビーチコーミング（漂着物採取）では漂

着物という“宝物”に目を輝かせて採取する姿

が見られました。 

中学校の総合的な学習の時間では、札幌の文化

(サッポロカルチャー)をテーマに調査・探究活動を

行っています。「札幌のより良い暮らし」「札幌の

人々の幸せ」を考えるために、『買い物弱者を減ら

すために』『最先端の医療機器による救命の可能性』

など、それぞれでテーマを設定し発表しました。 

小学５、6年生も参加し中学生の発表を参観しま

した。写真やグラフを示しながら堂々と意見を主張

している中学生の姿に感嘆するだけではなく、今後

のまとめ学習の参考にするなど有意義な時間を過

ごすことができました。 

 本校では、日常の児童生徒の情報を共有することを基本にして、行事などを通して児童生徒理解に取り

組んでいます。その上で全教員での「小中連携を意識した授業作り」を進めてきました。「校種、教科をこ

えて参観することで指導方法などの情報交換等もでき、自分自身にフィードバックすることができる」「中

学校の先生が専門性をもって小学校に指導することでさらに効果を上げることができる」「小中合同で授業

することにより児童生徒の意欲が高まり、協働の活動が期待できる」など、児童生徒のみならず、教員側

においても連携の大切さや効果を感じるものとなりました。今後は小学校と中学校、それぞれの学年で積

み上げてきた学習や活動、取組がどのようなつながりがあるのかを明らかにすることが重要であると考え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 地質巡検の様子より 
今年度のポロカル発信会の
様子 

中３は一人一人が発表します 


